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昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

方城炭鉱青年学校跡（現在の
地域交流センター）に発足した
中央保育園。園児数は200人を
超え、多数の保護者の勤労と
育児を支えていました。現在の
場所には昭和37年４月に移転。

中央保育園第５回卒業式
提供者●木村 美和子
撮影日●昭和29年３月20日
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明日の安心は、みんなの支え合いで

保険証の切替時期
保険証の切替時期になりました。現在、加入者がお
持ちの国民健康保険証（桃色）の有効期限は平成26
年３月31日です。新しい保険証（薄緑色）は、３月末
までに簡易書留で郵送します。不在やあて先不明など
で保険証がお手元に届かず、役場に保管されている
場合がありますので、ご不明な場合はご連絡ください。

国保税を年金から天引き
国民健康保険に加入する65～74歳の人を対象に、
保険税を年金から天引きしています。特別徴収（年金
天引き）の対象者は次の❶～❸に該当する人です。

❶世帯の国保加入者全員が65～74歳の場合（世帯
　 主が国保に加入している人）
❷すでに介護保険料が年金から天引きされている65
　 歳以上の人（年額18万円以上の年金受給者）
❸国保税と介護保険料の１回当たりの合算額が、年
　 金額の２分の１を超えない人
※❶～❸に該当する人は「特別徴収（年金から天引き）」の対
　象者ですが、本人の希望で口座振替で納付することもでき
　ます。ただし、口座振替変更後に引き落としができない状態
　が続く場合は、年金からの天引きに戻すことがあります。

年齢 自己負担割合 ４月１日以降の高齢者受給者証について

昭和14年４月２日から
昭和19年４月１日までに
生まれた人

昭和19年４月２日以降に
生まれた人

１割【変更なし】
※現役並み所得者は３割

２割【４月１日から変更】
※現役並み所得者は３割

❶自己負担割合が１割の人のみ新しい高齢受給者証を保険証切替時に同封します。
❷高齢受給者証の一部負担金の割合欄には『２割（75歳到達まで特例措置により１
　割）』と記載されます。
❸自己負担割合が３割の人は変更がないため、送付いたしません。お手持ちの高
　齢受給者証を引き続きご使用ください。

70～75歳未満の人の窓口負担割合の変更 平成26年４月１日から下記のとおり自己負担割合を変更します

❶ 70歳の誕生日の翌月１日（１日が誕生日の人は誕生月）から適用となります。該当
　者には町から通知を行います。
❷高齢受給者証の一部負担金の割合欄には『２割』と記載されます。
例 昭和19年４月２日～昭和19年５月１日生まれの人
⇨ 適用開始日は平成 26 年５月１日となります。通知は平成 26 年４月中旬に行い、
　４月下旬に窓口交付を行います。

・毎年８月に所得区分の見直しを行うため、高齢受給者証の有効期限は７月31日まで（75 歳になる人は誕生日の前日まで）となっております。
・７月の下旬以降に新しい高齢受給者証のみ送付いたします。

こんなときは２週間以内に届け出
退職などで健康保険がなくなった
▶加入していた健康保険がなくなった場合は、加入
　していた健康保険の喪失日が分かる書類、印鑑、
　本人確認書類が必要です。

就職などで新たに健康保険証ができた
▶新たに健康保険証ができた場合は、新しい健康保
　険証、それまで加入していた国民健康保険証、印
　鑑をご持参ください。

転居などで世帯が変更した
▶転居などで国民健康保険加入の世帯が変更した場
　合は、国民健康保険証、印鑑をお持ちになり、届
　け出をお願いします。

国民健康保険証が複数必要
▶ 学生や施設入所などで保険証が複数必要なとき
　は、届け出により別に交付されます。保険証、在
　学（入所）証明書、印鑑が必要。
※委任状などが必要になる場合もあります。

新しい保険証の色は「薄緑色」。医療機関に
受診するときは、前年度「桃色」の保険証と間
違えのないように、窓口で掲示してください。

▶「山をあなどるなかれ」。よ
く聞くフレーズですが、今回は
その言葉が痛いほど身に染
みました。冬山は今回が初め
てだったのですが、平地の気
温が10度を越していたので、
軽装備で山へ。すると山頂
付近は何と積雪約50㎝。何
度も転び、帯同者から雪道用
の登山道具を借りる羽目にな
りました…そんな私から一言、
「山をあなどるなかれ」。（久原）

▶日々 の忙しさを優先し、災
害への備えや意識は薄れて
しまいがちです。しかし、東
日本大震災はそんな日常に突
如発生し、多くの命を奪って
いきました。２月の関東地方を
襲った大雪など、災害は場所
や時期を問わず発生します。
自身や大切な人の命を守るた
めにも、ふと足を止めて、日
常を見つめ直すことも大切な
のではないでしょうか。（相原）


